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カ ンキツ を 加害するコ ナ カ イガラ ム シ類の 生態 と 防除

あ ら
農林水産省果樹試験場 カ ン キ ツ 部 新 井 朋 徳

は じ め に

わ が国 で カ ン キ ツ を 加害 す る コ ナ カ イ ガ ラ ム シ 類 は

13 種類 ほ ど知 ら れて い る (河合， 1990) 。 そ の 中 で も ，

ミ カ ン ヒ メ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ Pseudococcus citriculus 

GREEN 取 (以 下， ヒ メ コ ナ ) ， フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ

Planococcus kraunhiae (KUWANA) (以下， フ ジ コ ナ ) ， 

ミ カ ン コ ナ カ イ ガ ラ ム シ Planococcus citri (Rlsso) (以

下， ミ カ ン コ ナ ) の 3 種が よ く 問題 と な る 。 露地で コ ナ

カ イ ガ ラ ム シ類の被害が発生す る こ と は少 な い が， 施設

栽培で は し ば し ば多発 し ， 防除の対象 と な る 。

コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類 は葉 と 葉， 棄 と 果 実 の 重 な り の

問， 果実のへた の下， ミ カ ンハ モ グ リ ガ や ユ キ ヤ ナ ギ ア

プ ラ ム シ に よ り 奇形化 し た 葉の裏側 な ど， 目立た な い場

所 を好む。 し か し， 密度が高 く な る と 新梢や葉や果実の

表面 な ど の 露 出 し た 部分 に も 集 団 で寄生す る よ う に な

る 。 そ の た め， 密度が高 く な ら な い と ， そ の存在 に気が

つ か な い こ と が多 い。 コ ナ カ イ ガ ラ ム シ は甘露 を排せ つ

す る た め， 多発す る と す す病が発生 し 外観が黒 く 汚 さ れ

る 。 特に果実が汚 さ れ る と ， そ の商品価値が著 し く 低下

す る 。

今回， 上記 3 種 コ ナ カ イ ガ ラ ム シ を 中心 に カ ン キ ツ の

コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類 に 関 す る 最近の各種知見や， 防除適

期， 防除の際の ポ イ ン ト に つ い て 述べ る 。

I コ ナ カ イ ガ ラ ムシの 識別法

先 に 述べた よ う に， カ ン キ ツ に は 13 種類の コ ナ カ イ

ガ ラ ム シ が発生す る た め ， 防除 に 先立 ち ， 種 を 確認す る

必要があ る 。 種 を正確 に判別す る に は か な り の熟練が必

要であ る が， カ ン キ ツ で見 ら れ る 主要種 は， い く つ か の

特徴か ら 比較的容易 に識 別 で き る 。 そ の た め の簡易識 別

法の概略 を以下 に 述べ る が， 正確 に識 別す る 方法 に つ い

て は河合 (1980， 1990) を参照 さ れた い。

-近年， ミ カ ン ヒ メ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の 学名 と し て p. c1ヲ戸tus
HE恥IPEL が使わ れ る よ う に な っ て き た が， こ こ で は 「農林有害動物 ・
昆虫名鑑J ( 1987) に 従 い P. citriculus GREEN と した.
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1 ミ カ ン ヒ メ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ ( 口 絵写真①)

カ ン キ ツ で最 も 普通 に 発生す る 種であ る 。 カ ン キ ツ の

ほ か， ヤ ツ デ (河合， 1980) ， ビ ワ (大 久保， 1989) も

寄主 に す る が， リ ン ゴ や ナ シ で も 発育で き る 。 体 は 白 い

粉状の ワッ ク ス で覆わ れ る が， ワッ ク ス 下 の体色 は黄色

で あ る 。 体周縁の ロ ウ 質 状 の 突起物 は 長 く な る こ と か

ら ， 後述 す る フ ジ コ ナ や ミ カ ン コ ナ と 容 易 に識 別 で き

る 。

ヒ メ コ ナ と 外観が似 て い る 種 と し て ， ク ワ コ ナ カ イ ガ

ラ ム シ Pseudococcus comstocki (KUWANA) や ナ ガ オ コ

ナ カ イ ガ ラ ム シ Pseudococcus longisþinus (TARGIONI ) 

があ る 。 こ の 2 種 と ヒメ コ ナ と は ， 以下の よ う な生態的

な違いがあ る た め判別 で き る 。 ヒ メ コ ナ は幼虫態で越冬

す る の に対 し ， ク ワ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ は卵 で越冬す る 。

ま た ， ヒ メ コ ナ の 卵 は ふ化 ま で に 数 日 間 (l�7 日 ， 平

均で約 2 日 ) 要す る の に対 し， ナ ガオ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ

の 卵 は 産 卵 中 か ら 産 卵 直 後 に ふ 化 す る (FURNESS，

1976) 。

2 フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ ( 口 絵写真②)

カ ン キ ツ 以外に も 多数の植物 を加害す る 。 ブ ド ウ ， カ

キ で は重要害虫であ る が， カ ン キ ツ で は 一部 の 地域 を 除

き 問題 と な る こ と は 少 な い (大政， 1990) 。 体周 縁 の 突

起物 は短 く ， ワ ッ ク ス 下の体色 は暗赤紫色 で あ る 。

3 ミ カ ン コ ナ カ イ ガ ラ ム シ ( 口 絵写真③)

カ ン キ ツ 以外 に も 多数の植物 を加害 し ， 世界的 に 最 も

重要 な コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の 一種 で あ る 。 前 2 種 と は 違

い， 九州以北 で は 露地で発生す る こ と は ほ と ん ど な く ，

施設内 で発生す る 。 体周縁の突起物 は短 く ， 外見 は フ ジ

コ ナ に似て い る が， ワ ッ ク ス 下の体色 は 権黄色であ る こ

と な どか ら 区別 で き る 。 ま た ， 雌成虫 は 背面の 背 中線 に

沿 っ て ワッ ク ス が薄 く な り ， 1 本 の線状の模様が現れ る

こ と か ら 他種 と 区別 で き る ( 河合， 1990) 0 

E 発 育 回 数

3 穫 と も ， 雌 は 3 齢幼虫 を 経て 成 虫 と な る 。 そ れ ぞ れ

の種 を ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン葉 で飼育 し た と き の発育 日 数 を

図 1 に 示す (新井， 1996) 。 い ずれ の 種 も ， 20�27 . 5T 

の範囲 内 で は ， ふ化か ら 産卵 ま での期間や， 防除対象 と

な る 1�2 齢幼虫期聞 は， 温度が高 く な る ほ ど短 く な る 。

ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン葉 を餌 に し た と き の平均産卵数は ヒ
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メ コ ナ が 200 卵以上で あ る が， フ ジ コ ナ と ミ カ ン コ ナ で

は 100 卵以下で あ る 。 た だ し， 後 2 種 を カ ボ チ ャ で飼育

し た と き の産卵数 は 400 卵以上であ る 。 卵 は雌の体の下

に産み落 と さ れ， 卵塊状 と な る 。 卵塊の表面 は細か い綿

状物質 に よ っ て 覆 わ れ， 卵 嚢 を 形成 す る 。 3 種 と も ，

20�27 . 50Cの聞 で は ， 卵がふ化す る の に必要 な期間 と 温

度 と の聞 に 明確な関係 は認め ら れな い。 こ の期間は種に

よ っ て 異 な り ， ヒ メ コ ナ で は 1�7 日 (平均で約 2 日 ) ， 

フ ジ コ ナ で は 5�10 日 ， ミ カ ン コ ナ で は 3�6 日 で あ る

(新井， 1996) 。

い ずれの穫 も 雄の発育は雌 と 異 な る 。 雄 は 2 齢幼虫末

期 に 繭 を 形成 し， そ の 中 で前踊， 踊 を経て有麹の成虫 と

な る 。 雄 は 前嫡以降 口 器が退化す る た め ， 摂食 し な く な

る 。 ま た， 雄成虫 は雌に比べて小 さ く ， 短命 であ る 。
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25 
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1 ミ カ ン ヒ メ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ

露地で は 主 に 2 齢幼虫 で越冬 す る 。 1 ， 3 齢幼虫 や 雌

成虫で も 越冬 は可能で あ る が， 卵， 前嫡， 踊 は越冬中 に

ほ と ん ど死亡す る よ う であ る 。 無加温の施設で も 同様の

傾向 を 示 す が， 加温 さ れ て い る 場合 は そ の 限 り で は な

し 当。

前述の よ う に， 露地で は ， 越冬時 に ス テ ー ジ が 2 齢幼

虫 に 均一化す る た め， 越冬後の成虫発生時期や産卵時期

が比較的 そ ろ う よ う に な る 。 そ し て ， 毎年， 各世代の卵

の ふ化時期 (以下， ふ 化 時期) が比較的明 り よ う に な

る 。 一例 を挙 げれ ば， 静岡 で は ， 年間 3 世代発生 し ， ふ

化時期 は第一世代が 5 月 下旬�6 月 中旬， 第二世代 が 7

月 下旬 か ら 8 月 ， 第三世代 が 9 月 下旬�10 月 あ た り に

見 ら れ る (図-2) 。 第一世代で は ， ふ化時期が比較的狭

心 1�2 齢幼虫 の 発生時期 に 他の 齢 の 混在 が少 な い と

考 え ら れ る 。 し か し， 第二世代以 降 は ， ふ化時期が長 く

な り ， 1�2 齢幼虫 の 発生時期 に 他 の 齢が混在す る よ う

に な る 。 各世代 の ふ化時期 は ， 気温 と 発育 に 関 す る パ ラ

メー タ か ら 予測 で き る 。 例 え ば， 1994 年の ふ化時期 は，

5 月 下旬�6 月 中旬， 7 月 下旬�8 月 ， 9 月 下旬�11 月 と

推測 さ れ ( 図 2) ， こ れ は 観察 さ れ た 各世代 の ふ化時期

と ほ ぼ一致す る (新井， 1996) 。

一方， 施設で は ， 冬期 に ス テ ー ジが均一化 し な い場合

が多 い。 こ の た め， 露地 に 比べ， 成虫発生時期や産卵時

期， ふ化時期 に ば ら つ き が生 じ や す し こ れ ら の時期が
. : ミカンヒメコナカイガラムシ ・ : アジコナカイガラムシ .... : ミカンコナカイガラムシ 長期間 に わ た る こ と が多 い。 た だ し， 無加温施設の よ う

図 ー 1 3 種 コ ナ カ イ ガ ラ ム シ (雌) の発育 日 数 (新井. 1996 
よ り 作 図)

に冬期 に低温で経過 し た場合 に は， 発育ス テ ー ジ が均一

化 し， ふ化時期が比較的短期間 に 集 中 す る こ と も あ る 。
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図 - 2 露地にお け る ミ カ ン ヒ メ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の発生消長 (新井. 1996 を 一部改変)
* 印 は ふ化時期の推定値であ る .
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図 - 3 無力[Ii!i!lガ ラ ス 室 に お け る ミ カ ン ヒ メ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の発�ììlí:長

図 中 の 矢 印 は ミ カ ン ハ ダニ に 対 し て マ シ ン油乳剤散布 を 行 っ た l時期 を示す. ま た ， * 白j は ふ化

|時期の推定値であ る .

1 1 . 7  1 0 . 3  9 . 5  8 . 1  6 . 6  7 . 4  

1994 

5 . 6  4 . 3  3 . 7  2 . 2  

図 3 は， 無加温ガ ラ ス 室 の鉢植え カ ン キ ツ で の 本種の
発生消長であ る 。 ここでは ， 越冬態が 2 齢幼虫、 に ほ ぽ均
一化 さ れ た 。 越冬後 の 各世代 の 消 長 を 見 る と ， 5 月 上
~中旬， 7 月 中~下旬， 9�12 月 に 比較的大 き な 発生の
山 が あ る 。 温 度 と 発育 に 関 す る パ ラ メ ー タ (新 井，
1996) から， 各 世代 の ふ 化 時期 は， 第 一 世 代 が 5 月 上
~中句， 第二世代 が 7 月 ， 第 三世 代 が 9 月 中 旬�10 月
中旬， 第四世代が 1 1 月 中旬�12 月 と 予測 さ れ， これ は
実際のふ化時期 と ほ ぼ一致す る 。

2 フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ

露地 に お け る 幼虫発生時期 は 地域 に よ り や や 異 な る
が， 6 月 上~ 中 旬， 7 月 下 旬�8 月 ， 9 月 下 旬� 10 月 ご
ろ に 見られ る ケ ー ス が多 い (上野， 1 977 ; 大政， 1990) 。
第三世代 の 2 齢幼虫が越冬 し ， 翌年の発生源 と な る 。

3 ミ カ ン コ ナ カ イ ガ ラ ム シ

わ が国 に お け る 本種の発生消長は詳 し く 調査 さ れて い
な い た め， ここでは海外の例 を紹介す る 。 ア メ リカ ， イ
ス ラ エ Jレ で は 露 地 で も 発生 し， ア メ リカ で は 年 間 2�3
佐代 (JEPPSON， 1989) ， イ ス ラ エ jレ で は 年 間 4�8 世 代
を経過す る (BODE:-IIIW1ER， 195 1 ) 。 越冬態 は 明確で は な
いが， ア メ リ カ で は卵態が主体で， 加 え て 他の発育態 で
も 越冬 し ， イ ス ラ エ ル で は幼虫態 で越冬す る ら し い。

A 

B 

雌成虫

2 回 目 の 防除適j羽

E・圃

|切除通期

ふ化時JVJ

ふ化時期

図 - 4 ふ化l時期 と J �2 齢幼虫の発生時期

|坊除H寺1別 は ， ふ化時期 と 1 �2 齢幼虫の発生時期 に よ

り ， A， B の よ う にJÆ な る .

な る 。
露地では， 第一 世代が防除 に 適す る と 考 え られ る 。 そ

れは， 前述 し た よ う に， この世代のふ化時期が比較的短
く ， 1�2 齢幼虫 の 発生時期が ま と ま る か らで あ る 。 そ
の た め， 図-4 A の よ う に ， 他 の 発育 ス テ ー ジ の混在 し
な い時期があ る と 考 え られ， この時期 に 合 わ せ て薬剤散
布を行え ば， 圏 内 の個体群 を 1 回で防除 で き る た め ， 後
述す る 第二 世代 以 降 の 防 除 に 比 べ， 効 率 的 と 考 え られ
る 。

一方， 露地の第二世代以降や， 多 く の 施設 で は ， ふ化
時期が長 く な り ， 1�2 齢幼虫 の 発生 期 間 中 に 防除 に 不

17 

除

コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類 は 体 が ワ ッ ク ス で植 わ れて い る う
え， 薬剤が到達 し に く い部位 に 寄生す る 性質が強 い。 ま
た ， 卵 は綿状物質で保護 さ れて い る た め ， 薬剤が効 き に
く い。 このた め 防除適期 は ， 体が ワ ツ ク ス で
て おらず， し か も 比較的 よ く 歩行す る 1�2 齢幼虫期 と

防IV 
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適 な ス テ ー ジ が発 生 す る 。 こ の よ う な場合 は， 図 -4 B 

の よ う に ， 2 回以上の 防除 を 行 う 必要があ ろ う 。 ま ず，

I 回 目 の薬剤散布 を 3 齢幼虫 出現前 に ， 2 回 目 の 薬剤散

布 を ふ化終了後に行 う こ と が， 防除の際の ポ イ ン ト と 考

え ら れ る 。

な お ， ヒメ コ ナ の場合， 図-2， 3 の よ う に， ス テ ー ジ

が均一化す る場合 に は， 温度 と 発育に 関す る パ ラメー タ

か ら 予測 し た ふ化時期 と 観察値が ほ ぼ一致す る 。 特に第

二世代 固 ま で は そ の精度が高 い。 こ の た め， こ の よ う な

条件下 で は ， 気温か ら 前 も っ て ふ化時期 を予測 し ， こ れ

を参考 に し て 防除時期 を あ ら か じ め予測で き る と 考 え ら

れ る 。

防除薬剤 と し て は， 有機 リ ン 系殺虫剤 (DMTP 剤，

ジメ ト エ ー ト 剤 な ど) ， プ プ ロ フ ェ ジ ン 剤， ア セ タ ミ プ

リ ド 剤 な どがあ り ， こ れ ら の殺虫効果 は高い。 た だ し，

前述 し た よ う に ， コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類 は薬剤がかか り に

く い部位 を好んで加害す る 傾向があ る た め， 薬剤散布 は

そ の よ う な と こ ろ に も 到達 す る よ う に， て い ね い に 行

う 。 ま た ， 現定時に コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類が生息 し や す い

部位 を 除去 し て お く こ と も ， 防除効果 を 高 め る う え で有

効であ る 。

圏内 でカ ン キ ツ を加害す る コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類 に つ い

て は， 薬剤抵抗性の 発達 は こ れ ま で報告 さ れ て い な い

が， ナ シ の ク ワ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ で は NAC 剤 に対す る

抵抗性が発達 し た 事例 が あ る (伊津， 1990) 。 し た が っ

て ， 同 じ殺虫作用機構の あ る 薬剤の連用 を で き る だ け避

け る と と も に ， 適期防除 を心が げ る 必要があ る 。

お わ り に

露地で コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類の密度が低 く 抑 え ら れて い

る 原因 と し て ， 有力 な寄生蜂や捕食者の存在が挙げ ら れ

て い る 。 今回 は天敵 に つ い て触れな か っ た が， こ れ に つ

い て は 引 用 し て き た 文献 や 森 ( 1964) を 参考 に さ れ た
し ' 0

海外では ， 最近， ミ カ ン コ ナ の性 フ ェ ロ モ ン を利用 し

た 防除が試み ら れて い る 。 ポル ト ガルで は ， 本種の合成

フ ェ ロ モ ン に誘引 さ れた雄成虫 の飛来消長か ら 天敵の放

飼時期や薬剤防除時期 を 予測す る 試験が進 め ら れて い る

(FRANCO， 1996) 。 こ れ ら の 方法が実用化 さ れれ ば， 防除

時期の簡易予測や， 施設内 での天敵の放飼が行わ れ る よ

う に な る と 期待 さ れ る 。
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| 本 会 発 行 図 書 |
農林有害動物 ・ 昆虫名鑑

日 本応用動物昆虫学会 編

本体 3 ， 300 円 (税別 ) 送 料 340 円 A 5 版 本文 379 ペ ー ジ 並製

日 本応用動物昆虫学会の創立 30 周 年記念出版 と し て刊行 さ れた も の で， 害虫名 の 指針 と し て 広 く 利用

さ れて き た ， 前版 「農林害虫名鑑J を 全面的 に 改訂 し た 名鑑であ る 。 あ ら た に 晴乳類 ・ 鳥類が加わ り ，

収録種数 も ， 2 ， 450 種 と 大幅 に 増補 さ れ， 一層充実 し た 内容 と な っ て い る 。 全体の構成 は 前版 と 同様 に ，

第 1 部一有害動物 ・ 見虫分類表， 第 2 部一作物別有害動物 ・ 昆虫名， 第 3 部一学名 ・ 英名索引 と な っ て

い る 。 簡明， 便利， か つ 信頼 し て使 え る 有害動物 ・ 昆虫名鑑であ り ， 植物防疫関係者 に と っ て 必携の書

であ る 。

お 申 し 込み は 前金 ( 現金書留 ・ 郵便振替) で直接本会 ま で お 申 し 込み下 さ い。
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